
目標 指導の重点 具体的な方策 評価指標 中間評価 最終評価 分析 改善策 評価委員より
○教員一人一人が授業力向上に
努めると共に、校内体制で、授業
力向上への取り組みを行い、互い
に切磋琢磨していく。

○研究部とタイアップし、授業力
向上のためのポイントやヒントを
提示してもらい、各教員はそれ
に基づき自分の授業に工夫や
改善を行い、その成果や今後の
改善点を報告したり、互いの授
業を見合い、率直な意見交換を
行い、魅力ある授業を創り上げる
力を養う。

○生徒の授業アンケートの
「授業の説明がわかりやす
い」等の結果を8割にする。
またアンケート１回目より２
回目の数値の上昇をねら
う。

Ａ Ａ　

○生徒の授業アンケートの「授業の説明がわ
かりやすい」1学年は１ポイントｄｏｗｎで８
６％、２，３学年は０～６ポイントupで８２～９
３％の達成率である。
○全学年、全教科を通して他の項目と比較
してやや低いと考えられるのは、「工夫があり
楽しい」で５科では１年７９％、２年７２％、３年
８９％、４科では１年８６％、２年８３％、３年９
２％となる。

○１年で前回よりも下回ったとは言え、８６％の数値であ
る。８割以上は達成している。全学年、全教科を通して
低いと考えられるのは、「工夫があり楽しい」授業であ
る。生徒の興味を引きつけ、かつ学習意欲向上や学力
向上につながる授業内容を工夫し展開していくことが
求められる。　　　　　　　　　　○個々の教員で、年度当
初に立てた授業改善プランのふり返りをしている。授業
アンケート結果も踏まえ、今後に生かしていく。
○教員相互の授業観察や、教科での研究授業等研究
部でも引き続き授業力向上に向けての取り組みを行っ
ていく予定である。

○授業規律を守らせる。
毎時間ごとに「ねらい」や｢流れ」
を必ず提示する。
全員参加型授業の実践に努め
る。

○すべての教科において、授業
規律を確立させる。教科や担当
者によって生徒の態度が変わら
ないようにする。

○「始業・終業のあいさつ
がしっかりできている」「授
業でしっかり聴くことができ
た」を８０％以上にする。

Ａ Ａ　

○「理解しようとした」全学年０～５ポイントup
で９３～９７％が達成、「あいさつがしっかりで
きた」全学年で９７～９８％が達成した。授業
規律はしっかり守らせることができたと言え
る。「流れ・ねらいがはっきりしている」の回答
は1年９０％、２年８９％、３年９５％となる。

○「始業・終業のあいさつがしっかりできている」９７～９
８％、「授業でしっかり聴くことができた」を９３～９８％と
８０％の目標を大きく上回った。授業規律を守り、真剣
に授業に取り組むことができている数値である。ただ、
教員側はそのように捉えていない部分もある。

○「学習内容を理解しようと努力した」は９０％以上の目
標を達成した。

○定期テストに向けた取り組みに関しては、３年は受験
に向けての意識もあり、自己評価 ａ の生徒数がｂを上
回る取り組みとなった。１，2年は、自己評価 ａ の数が
減り、ｂの数が増えている。定期テストへの計画的な取
り組みの指導を継続していく。

○清掃活動の充実を図る。 ○清掃用具の充実を図り、生徒
の清掃に対する意欲を喚起し、
年に3回美化DAYを設置する。ま
た、夏季長期休業中にPTAと連
携して校内の清掃にあたる。

○日々の清掃活動を通し
て、「校内がきれいになっ
た」割合を８０％以上にす
る。また清掃活動に「取り組
めた」割合を８０％以上に
する。

B B

清掃用具の補充を行い、生徒の清掃に対す
る意欲を喚起し続けている。10月末に美化
週間を設置して、生徒の意識を高め、今後の
清掃活動に生かせるようにした。夏季長期休
業中にPTA・教職員・生徒有志による西階段
付近の清掃を実施した。

○美化週間を行い、「校内がきれいになった」割合が８
０％以上になり、清掃活動に取り組めた生徒の割合も８
０％となった。

○地域・保護者・生徒と連携しボ
ランティア活動を推進する。

○ボランティアの場（一橋大学前
バス停留所の花の育成、長期休
業中における校内清掃等）によ
る環境の美化をの提供の際に、
より多くの生徒にボランティアに
対する意識と意欲を喚起させる。

○「自分も地域・学校の一
員であることを自覚した」
「自分もまた地域の方に支
えられていることに気づい
た」「自分を支えてくれる
方々に感謝の気持ちを持
つことができた」のどれかが
できたという生徒の割合を８
０％以上にする。
○ボランティア参加率を
１５０％以上にする。

B B

国体を迎えるにあたり、夏の暑さで枯れてし
まった花の植え替えを、みどり育み委員会
（委員長石井様、市役所、花と緑のネットワー
ク、教職員）、1年生生徒有志で行った。今
後、校内外の美化に努め、更に生徒のボラ
ンティアに対する意識と意欲を喚起させる。

○12月にみどり育み委員会（委員長石井様、市役所、
花と緑のネットワーク、教職員）、1年生生徒有志で花の
植え替えを行った。
○ボランティア参加率は１８０％以上である。3年生が3
学期に地域清掃にあたる。

２
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中
で

、
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豊
か
な
心

」
を
育
て

○生徒自身のやる気を喚起し、自
己学習力を育成する。学力向上
につなげる。

○「学習内容を理解しようと
努力した」を９０％以上にす
る。
○定期テストに向けて計画
的に取り組めた生徒の割
合を９０％以上にする。

○定期テスト前や長期休業中に
学習教室や質問教室を実施し、
基礎力向上を目指すと共に、学
習方法の指導も行う。
○定期テストに向けて目標・計画
を作成し、取り組ませる。自身の
取り組みの振り返りも行わせる。

１
　
楽
し
い
授
業

（
工
夫
さ
れ
た
あ
る
授
業

）
か
ら

、
確
か
な
力

、
豊
か
な
力
を
培
う

○　「感謝・思い
やり」の心を育て
る教育活動の充
実を図る。

○授業の量の確
保と質の向上

　

　　　　　　　１　感動ある学習活動の創造　　「楽しい授業」により確かな力、豊かな力を培う

　　　　　　　３　「国中らしい、楽しく生き生きとした活動」の推進

基本方針

教育目標 重点目標

　「たくましい、心豊かな人間をめざして」次の目標を設定する。
　　　　　１．自ら学び、考え、自主的な行動をしよう。
　　　　　２．豊かな創造性を養おう。
　　　　　３．思いやる心をもとう。
　　　　　４．健康な心身をつくろう。

　　　　　　　２　感動する心の育成　　きれいな環境の中で、「豊かな心」を育む
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☆☆☆「感動ある学舎の創造」のための指導の重点☆☆☆

生徒一人一人に、明るく、楽しく、充実した国中生活を送らせる。

PTA、地域、学校
と協力をして、美
化・ボランティア
活動に積極的に
取り組めていたと
思います。今後も
継続してほしい。

・アンケートを取
り、集計・分析等
しっかりできてい
ますね。授業の
内容に関しては、
先生自身が楽し
いと思う内容を楽
しく進めることが
大切だと思いま
す。部活や指導、
教材研究と多忙
とは思いますが
しっかり取り組ん
で欲しい。

B B

○「学習内容を理解しようと努力した」は０～
５ポイントupで、９３～９７％である。
○定期テストに向けて計画的に取り組めた
か、生徒の自己評価の割合は（２学期期末テ
スト）良くできた ａ は １年：１２％　２年：３２％
３年：６０％、逆に取り組めなかった ｃ の生徒
は１年：２％　２年：１７％　３年：９％　となる。
中だるみの傾向がはっきり出ている。

基本的な学習習
慣を定着させる。



　「いじめを許さない学校つくり」
に学校全体（教員発信と生徒会
等生徒発信、いじめ防止プログラ
ム）で取り組む。

○道徳・学活を活用(学期に１回
は全校で統一実施）する。生徒
全員が「いじめ撲滅標語」作り、
それを元に美術部作成のいじめ
防止ポスターを校内に掲示し、
いじめ防止を発信する。
○日頃より教員間の連携をとり、
いじめの早期発見につとめる。ま
た、「ふれあい月間（6月・11月・2
月）」で「いじめ調査」を年３回実
施し、実態を把握、共通認識をし
解決に取り組む。
○いじめ防止プログラムの実施

○「仲間がいやがる行動や
態度を慎もうという気持ちを
持てた。」という生徒を９
０％以上にする。
○「いじめをはやしたて
た。」「いじめを見て見ぬふ
りをした。」をそれぞれ０％
未満にする。

B B

夏季休業中の宿題として「いじめ撲滅標語」
を作成して、廊下に掲示している。今後、各
賞を設け表彰する予定である。ふれあい月
間の他に「いじめ実態と対応調査」があり、3
件のいじめがあったことがわかった。それぞ
れ指導継続中である。10月末より「いじめプ
ログラム」が開始される。

○「いじめ撲滅標語｝は1年生で、各賞を設け表彰し
た。ＮＨＫ番組「いじめをノックアウト」の依頼を受け、行
動宣言を全校生徒で書き応募した。先日、放送された
エンディングロールで学校名が流された。
○「いじめプログラム」が終了した。今後スクールバディ
プログラムを教員と生徒（1年生）で継続していく。
○「ふれあい月間」についての集計・考察は別紙のとお
りである。

様々な工夫をさ
れているので、ス
クールバディ等を
活用して今後も
未然防止・早期
発見・早期解決
に努めてほしい。

３
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進
す
る

○実行委員など中心となる生徒を
軸に、学級・学年・学校全体が心
に残る行事にするために自主的
な活動をするようにさせる。
（体育大会・合唱コンクール等）

○儀式的行事では、厳粛で清新
な雰囲気の中で、新しい生活の
展望への動機づけとする。

〇運営委員会が自主的・自立的
に活動できるような意図・計画を
もった企画案・運営案を提示こと
で、生徒や教員など学校全体が
充実した活動をできるように図
る。

〇厳かな雰囲気の中にも、本校
の伝統ある行事を受け継いでい
こうとする態度を育む指導や礼
法指導等を計画的・意図的に実
施していく。

〇生徒へのアンケート調査
で「クラスや学年で協力し
行事を成功させようと取り
組むことができた」「実行委
員の取り組みが行事を成
功に導いたと思う。」との回
答率を８０％以上にする。

Ａ A

○行事に関し、生徒の実行委員会を立ち上げて
取り組んでいる・または取り組んだものは大きく分
けて以下の行事である。
　・対面式（4月実施）
　・体育大会（5月実施）
　・修学旅行（9月実施）
　・2年生校外学習（9月実施）
　・生徒総会（5月・10月実施）
　・合唱コンクール（10月19日実施予定）
　・1年生校外学習（10月31日実施予定）
　学校の行事は教員側の計画立案を経て、生徒
の実行委員会が動き出すが、どの行事もその過
程を経て注意深く行われた。生徒実行委員が中
心となり、取り組みを進めた。特に学校全体で行
われる行事について、滞りなく行事を実施するこ
とができた。
　現在行われている合唱コンクールの取り組みで
は、実行委員だけでなくそれぞれの役割を持つ
生徒が中心となり自主的な活動を各クラスで進め
ている。また合唱曲のパート別の音確認はすべ
てのクラスで9割方終了している。そのためクラス
全体で更に応用的に合唱曲を深めていく時間を
多くとることができている。
○始業式・終業式などは厳かな雰囲気の中行わ
れている。

○行事は、担当者や該当分掌・学年が企画・計画を行
い、それが運営委員会・職員会議などで昇任されて、
準備される。その流れの中で何度も案の見直しや改善
が行われている。2学期までに行われてきた大きな行事
については、概ね良好な結果が出た。また生徒の委員
会・係活動も充実され、生徒による行事運営も各行事
で活躍が見受けられた。
○例：アンケート調査の生徒の回答。
　・「スローガンを意識して取り組めたか。」
　　よくできた・できたと回答・・・92％
　・「合唱コンクールまでの取り組みについて」
　　よくできた・できたと回答・・・94％
　・「練習で培ってきたものをすべて出しきれたか。」
　　よくできた・できたと回答・・・94％

○始業式・入学式・終業式は、節度ある態度で式を行う
ことができた。今後は卒業式に向けての取り組みが全
学年で始まる。

行事に関しては、
楽しく参加させて
もらいました。国
中の伝統を継承
して、更に発展し
てもらいたい。合
唱コンクールの
生徒の合唱レベ
ルが高く感動しま
した。先生方の指
導のたまものだと
思います。

４
　
そ
の
他

○学校生活において自己の健康
保持増進について考えることがで
きるようにする。

○昼休みに校庭で運動をする生
徒の割合が増加するよう、各学
級にボールを配布し、外で元気
よく運動できるようにする。
○体育大会・合唱コンクールで
保護者へ「食育」についてお知ら
せを行い、栄養のバランス等に
ついて考えていただく。
○スポーツ推進校として１年間、
生徒の体力向上を目指す。

B B

○昼休みには校庭で運動をする生徒の数は
多いときで150名を超えている。今後も継続し
て外で元気によく運動できるようにする。
○体育大会の開催時に保護者へ「食育」に
ついてお知らせを行い、栄養のバランスにつ
いて考えて頂く機会とした。
○スポーツ推進校として1年間、生徒の体力
向上を目指すことを継続中である。

○昼休みに校庭で遊ぶ生徒は最大で１８０名になった
時もあった。冬季は少しずつ減少してきているが、今後
も健康の保持増進を呼びかける。
○合唱コンクールの開催時に保護者へ「食育」につい
てお知らせを行い、栄養のバランスについて考えて頂
く機会とした。
○スポーツ推進校として1年間、生徒の体力向上を目
指すことを継続中である。

健康の保持増進
のために様々な
活動を行ってい
たので、来年度も
継続してほしい。

　

て
る

○　「いじめはさ
せない許さない
見逃さない学校」
をつくる。

　「健康の保持増
進」に努める生徒
の育成を図る。

○心に残る学校
行事として一層
の充実を図る。
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